
 

 

 

 

 

                                                                                                                        

平成15年 1月 31日  

         求められている迅速検査（アンケート結果） 

平成14年12月に19科の医局長の先生方にご協力をいただき、外来診療において迅速

性を求められている検体検査項目に関するアンケート調査を行いました。 

下記の3つの検査目的から迅速性を求められている検査を選択していただきました。 

A. 再診時の診察前検査：慢性疾患患者対象の治療効果のモニタリング検査 
B. 診察中の治療選択検査：急性疾患患者対象の治療選択目的の検査、慢性疾患患者の病態           

変化時の治療選択目的の検査    

C. 初診時のスクリーニング検査：初診患者対象の疾患鑑別のためのスクリーニング検査 

 

アンケート調査結果の各検査目的別、上位１５ の検査項目をご紹介いたします。 
 

A（慢性疾患モニ

タリング目的） 

B（病態変化時の治

療選択目的） 

C（初診時スクリーニ

ング目的） 

血糖 CRP TPHA(定性) 

CBC ｸﾚｱﾁﾆﾝ HCV抗体 

CRP 尿素窒素 STS（定性） 

ｸﾚｱﾁﾆﾝ 血液ガス＊ HBs抗原 

GPT CBC GOT 

白血球分画 直接ﾋﾞﾘﾙﾋﾞﾝ CPK 

GOT K ALB 

LDH 尿沈渣 GPT 

尿定性 間接ﾋﾞﾘﾙﾋﾞﾝ CBC 

K CPK ﾌｪﾘﾁﾝ 

尿素窒素 血糖 UIBC 

総蛋白 尿定性 Na 

Cl FDP 血液ガス＊ 

Na Na Fe 

PT   CK-MB 

＊緊急検査として測定可能 

外来検査を施行した場合、結果の確認・説明が次回の来院時となりますと、治療方法の選

択にも影響を及ぼします。    の検査項目やHbA1c、γ-GTP、尿酸、血清脂質、Ca

などにつきましては午前9時前の採血分につきましては午前10時までに結果を端末画面

で、午後診でも11時までに採血していただくと13時までに結果を見ることが出来ます。

今回のアンケート調査を参考に、検査部では今後もさらに迅速化体制を進めていく予定です。 
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